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技術の概要

自動運転活用実績
※ただし、工事1件すべてを自動運転で実施したことはない。
国の機関　 ７　件以上　（九州　　0件　、九州以外　７件以上　）　
自治体　　　１　件　　　　（九州　　0件　、九州以外　１件　）　
民　 間　　　０　件　　　　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　

２．技術の内容

５．活用実績

安全・防災　 インフラDX 　 維持管理  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

　港湾建設分野においてICTを活用することで生産性向上や働き方改革の実現に向けた様々な取組が
実施されている中で、港湾における浚渫工事は、大型の浚渫船を長時間稼働させて施工することが多
い。また、潮汐・潮流・波浪など自然環境の影響を受ける特殊な環境化で高精度な施工位置管理と出来
形精度の向上が要求される中で様々な課題があり、熟練オペレーターの不足による出来形のばらつき・
水中での不可視部分の施工・浚渫船技術者のなりて不足、労働力の高齢化・労働負担により引き起こさ
れるヒューマンエラー災害などを、浚渫船の自動化・ICT技術を活用することで、課題解決が期待できる。

　浚渫船自動運転・・・本システムでは重機運転室に自動運転用PLCとタッチパネルを搭載し、自動運転
時は、浚渫作業に必要なパラメータ（浚渫深度・旋回速度・旋回ピッチ等）をタッチパネルに入力し『自動
運転スタートボタン』を押すことで自動運転が開始する。掘削・旋回・積込の一連作業を一面分の浚渫が
完了するまで自動で行い、オペレーターは浚渫船を操縦することなくパラメータの入力と浚渫作業の監視
を行うだけで済むようになっている。
　
　現在、新たな自動化取組として『浚渫船前進移動作業の自動化』に取り組んでいます。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式）

３．技術の効果

　浚渫船自動運転の実証運転を令和元年8月より5件の工事で行い実証運転の実績から施工能力を算
出し、港湾土木請負工事積算基準における施工能力との比較検証を行い現状では積算基準の約８０％
程度の能力となっている。出来栄えは浚渫後のマルチビーム深浅測量を実施し、自動運転と手動運転
における比較検証を行い、同等の施工条件下で自動・手動運転の間にばらつきのない均一な出来形を
確保出来ている。

４．技術の適用範囲

　通常の浚渫区域で自動運転可能（ただし施工現場の状況による）

※別紙２



６．写真・図・表

　　　　　　　自動化将来の展望


